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【日本語訳】 

GRADE ガイドライン: 10. 資源利用の考慮ならびに経済的エビデンスの質評価 

抄録 

目的: 本稿では、Grading of Recommendations Assessment, Development, and Evaluation

（GRADE）アプローチに従って推奨を行う際に、どのようにして資源活用についての考慮を盛り込

むかについて説明する。 

研究デザインとセッティング: 効果推定値に対する確信性（エビデンスの質）の評価とエビデン

スプロファイルやSoFテーブルに資源利用を盛り込む上での課題に注目する。 

結果: GRADEは、治療戦略間の資源利用における重要な違いを、その他の重要なアウトカムと

共にエビデンスプロファイルやSoFテーブルに盛り込むべきであると推奨している。GRADEを使用

して推奨を行うにおいて資源を考慮する際の主なステップは、治療戦略間で異なり、なおかつ意

思決定者に重要であると考えられる資源利用の項目を特定すること、資源利用の違いに関するエ

ビデンスを探すこと、健康アウトカムに使用されたのと同じ基準を使って効果推定値に対する確信

性について判断すること、推奨の対象となる特定の状況におけるコストの観点から資源利用を見積

もることである。 

結論: われわれの枠組みを使用することで、意思決定者は経済的エビデンスの質評価が盛り込

まれた簡潔な推奨の要約を利用できるようになり、診療上の意思決定にどう影響するのかをより明

確に理解することできる。 
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